
香りビジネスで  
地域課題を軽減

　コロナ禍でライフスタイルの変化やス

トレスケアへの関心が高まり、アロマの

効果が注目されました。アフターコロナ

で生活様式や働き方に変化が見られる

現在でも、アロマ市場は引き続き拡大し

ています。「より身近で、手軽にアロマを

楽しみたい」と、男女問わず利用者が増

加しています。

　一方、徳島県内の和柑橘の搾汁工場

では、産業廃棄物となる搾汁後の果皮

の処分費用や環境負荷が長年の課題と

なっています。池田薬草では、加工事業

主が抱える課題の軽減のため、この産

業廃棄物を有効活用したアップサイクル

（クリエイティブリユース）商品を開発しまし

た。この取り組みにより、当社は2022年、

「徳島県認定３Rモデル事業所」に認定

されました。

個性は三者三様

　それぞれ違った香りが楽しめる３種類

の精油をご紹介します。徳島県産和柑橘

の果皮のみを原料に使用し、水蒸気蒸留

法による低温抽出でフレッシュな香りをそ

のまま濃縮しました。化学香料などを一

切使用しない無添加の精油です。

　「すだちアロマエッセンシャルオイル」

は、徳島県を代表するすだちの少し酸味

のある爽やかな香りが特長です。「ゆず

アロマエッセンシャルオイル」は、優しくて

甘い、フレッシュな香りを感じていただけ

ます。だいだいと柚子の自然交配で誕

生した和柑橘「ゆこう」を使用した「ゆこ

うアロマエッセンシャルオイル」は、温かみ

のあるまろやかな香りです。ゆこうは徳

島県でのみ栽培されており、ごく少量し

か生産されないため、「幻の果実」と呼ば

れています。

　パッケージには、言葉遊びにあわせた

愛嬌のあるキャラクターをデザインし、見

た目でも癒しを感じられる商品に仕上げ

ました。アロマディフューザーやアロマス

トーン、アロマバスなどで、自分好みの香

りをお楽しみいただけます。

　今後もさらなる知名度向上、販路拡大

に取り組み、アロマエッセンシャルオイル

を通して安心・安全な和柑橘の香りを国

内外に広めるとともに、３Rモデル事業所

として地域貢献にも努めてまいります。
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四日市工場に建設されたポリエーテル
ポリオール製造工場の竣工式
1963年7月、四日市工場に完成したポリエー
テルポリオール製造工場で、ポリウレタンの
主な原料であるハイフレックスの生産体制が
本格的に整う。竣工式には外部関係者50名
と当社の役員一同が出席。
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ハイフレックスの 
製造開始
1963年12月、ポリエーテルポリオール製造
工場でハイフレックスをはじめとする各種ポ
リエーテルポリオールおよび、その誘導体ポ
リフレックス、ポリグラウトなどの製造がス
タート。
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熱反応型水溶性 
ポリウレタン樹脂を開発
1973年からは、新たにエラストロンシリー
ズを開発。写真はエラストロンで加工した
シートベルト。強度を低下させず、柔軟性・
耐摩耗性・滑りやすさなどの性能が付加さ
れる。

ウレタン事業への進出
ポリエーテルポリオールは、ポリイソシアネートとの反応でポリウレタンに
なる原料の一つです。いまや当社の基本技術の一つであるウレタン化技術
は、約6 0年前のある決断から誕生しました。

　当社がポリエーテルポリオールの研究

開発に着手したのは、1961年のこと。国

内では、1955年に他社がウレタンフォー

ムの製造を開始しており、1961年には先

発各社が工業化プラントの建設を終え

ていたため、すでに遅れを取っていまし

た。それでも事業化に乗り出したのには

大きく３つの理由がありました。

　一つ目の理由は、四日市合成で進めて

きた非イオン界面活性剤の製造技術の

延長線上にポリエーテルポリオールの製

造技術があると考えたこと。二つ目は、

ウレタン事業の将来性に大きな期待を

寄せたこと。三つ目は、当時、化学工業

におけるシェアを伸ばそうとしていた商

社と全面的な提携の話し合いが整ってい

たことです。

　先発各社からの遅れを取り戻すために

は、早急に研究開発を進める必要があり

ました。そこで当社は、ラボ研究・パイロッ

ト研究と並行して、パイロット試作とプラ

ント建設を進行するという思い切った決

断に至ります。小規模ではあったものの、

生産スケールの発泡機を導入し、生産ラ

インを整えた発泡テスト室を作り、ウレ

タン発泡技術を取得しました。苦節2年、

1963年3月、月産300ｔプラントでの試作

品が顧客の厳しい品質検査に合格します。

　ウレタン事業という新分野の開拓を目

指し、突き進んだ後には、高いハードル

を乗り越えた者にしか味わえない喜びが

あったことでしょう。

　2019年、四日市第３コンビナートにあ

る霞工場に機能性ウレタン製品の製造

設備が完成。先達たちの情熱は、いまに

受け継がれています。

先発メーカーに劣らぬ
自社技術を早急に開発

1963年にハイフレックスが発売された当
時は、主に寝具用マットレスに使用されて
いたウレタンだが、早くも1964年頃から
は需要が頭打ちに。厳しい過当競争の中、
当社はより高付加価値品の開発を目指す。
非ウレタン分野へも積極的に用途開発を
行い、土木・建築材料のほか、接着剤、弾
性塗料などラインアップの拡充を図ってき
た。
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徳島県から の香りをお届けします。
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・ 製造工程で発生する大量の
産業廃棄物を削減したい

・ 付加価値の高い特産品を新
たに創生したい

・  産業廃棄物に新しい価値
を与えて循環を創造

・ 国内外で通用する魅力あ
る商品を開発

クリエイティブリユースで地方創生を推進
case study

アロマエッセンシャル 
オイル3種
1,650円（税込）/ 3mL

（すだち／ゆず／ゆこう）
 

建築土木用ウレタンエラスト
マー基材ポリフレックス、ポリ
ハードナーを用いた全天候型
運動施設・テニスコートの例

全天候型ウレタ
ン舗装材「DO
フロスコート」
の仕様

ベースコート
アンダーコートII
アンダーコートI

砕石基盤
密粒度アスコン
下地処理層
プライマー

フロスマット

トップコート

地域課題を機会へ。
安心・安全なサステナブル
商品を提供します。

すだち ゆず ゆこう
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